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お よび 内臓 の重 量変動
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YOSHITAKA  ONO, HISAO IWAMOTO, HITOSHI TAKAHARA 
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緒 論

家 畜 で は食 肉生 産 に際 し肉質 改善 に よ る肥 育 効果 の

向上 を 目的 と し て去 勢(特 に精巣 除去)手 術 を 適 用す

る.鶏 で も去 勢 手術 に よ り同 様 の効 果 を期 待 す る こ と

が可 能 で あ るが,去 勢 手術 が 技術 的 に繁 雑 で あ るな ど

の理 由 か ら,現 在去 勢 鶏 の生 産 はほ とん ど行 わ れ て い

な い.

岩 元 ・高 原(1971a,b,c,d),岩 元 ら(1975a,b,

1977)は 雄 鶏 の骨 格筋 が 性 成 熟 期 に 著 しい重 量変 動

(成 長)を 示 す こ とを報 告 した.一 方,Androgenが

蛋 白 質代 謝 お よび 骨格 筋 の重 量増 加 に著 しい影 響 を及

ぼ す こ とにつ いて もマ ウ ス,ラ ッ ト,モ ル モ ッ ト等 で

報 告 され て い る(KochakianandStettner,1948;

Kochakianetal.,1948,1956a,b,1957;Scow

andRoe,1953;KochakianandTillotson,1957).

この よ うな こ とか ら,性 成 熟 期 にお け る雄 鶏 骨 格筋 の

重 量増 加 に は精巣 の発 達 に伴 うAndrogenの 分 泌が

密 接 に 関 与 して いる もの と推 察 され る.

上 述 の よ う に,近 年 鶏 で は家 畜 の場 合 の よ うな去 勢

によ る 肉質 改善 は行 わ れ て いな いが,去 勢 鶏 の成 長 の

検 討 か らホル モ ン処 理 に よ る肥 育 効 果 へ の 基礎 的 な情

報 が 期 待 され る.

そこで,著 者 らは雄鶏の精巣を除去することによつ

て精巣Androgenの 影響 を除いた後,組 織 および器 官

の成長,特 に産 肉性 と関連 した骨格筋 の成長が どのよ

うに変化 するかを観察 した.ま た,去 勢鶏 にTestos-

teroneを 投与す ることによつて,去 勢後 の変化が ど

のよ うに回復す るか について も併せて検討を行つた.

本報告では,ま ず骨格筋(全 重量),皮 膚,内 臓,

骨および脂肪組織の重量変動 について検討 した.

材 料 お よ び 方 法

供 試 鶏 はNewHampshire種(1975年6月 福 岡

県 種 鶏場 産,以 下NHと 略 す)雄 鶏23羽,お よ び

BarredPlymouthRock種(1976年4月 当 教室 産,

以 下BPRと 略す)雄 鶏30羽,合 計53羽 を 使 用 し

た.こ れ らの 供 試 鶏 を 去 勢 区(NH10羽,BPR10

羽),去 勢 鶏 にTestosteronepropionate(帝 国 臓器

製 薬KK製;商 品 名=Enarmon,以 下TPと 略 す)

を 筋 肉 注射 した処 理 区(BPR5羽,以 下 これ をTP

区 と略 す)お よび対 照 区(NH13羽,BPR15羽)の

3区 に区分 した.

去勢 区 は両 品 種 と も9週 齢 時 で 精 巣 除 去 し,20週

齢 時 にNH5羽,BPR5羽,30週 齢時 にNH5羽,

31週 齢時 にBPR5羽,計20羽 を屠 殺,実 験 に用 い



た.TP区 は9週 齢時 に精巣除去 したBPR去 勢鶏5

羽 に26週 齢か らTPを 注射 し31週 齢時 に屠殺 した・

TPの 投与 量は0.5mg/3日 ×5回,0,5mg/2日 ×3

回,o.5mg/日 ×11回 で あって順次間隔を縮 めてい く

方法で次第 に増加 させた,対 照区は無去勢の正常鶏 を

用 い,こ れ らは9週 齢時にNH5羽,10週 齢時に

BPR5羽,20週 齢時にNH5羽,BPR5羽,30週

齢時 にNH3羽,31週 齢時 にBPR5羽,計28羽 を

屠殺 した.

なお,供 試鶏 は巣飼 ケージに入れ,完 全配合飼料 を

用いて常法 により飼育 した.飼 料及び飲水 は自由摂取

と した.

生体重 の測定 は毎週1回 朝の給餌後行 い,そ の成長

を観察 した.

Fig.1.Comparisonofliveweightamong

cock,caponandTPtreatedcaponinBPR.

屠殺 は頸動脈切 断による放血法 によつた。屠殺後直

ちに頸部の骨格筋 を頭蓋か らはな し,環 椎後 頭関節部

で頭を 切りはな してか ら湯剥法で 羽毛を除去 し,中 足

以下を切断 した.ま ず裸体 か ら剥皮 し,皮 膚(皮 下脂

肪 を含む)の 重量 の測定後,鶏 体を体幹部,前 肢部 お

よび後肢部の3部 に区分 し,各 部位 とも骨,脂 肪,筋

肉の重量 を求め,3部 位の合計重量を それぞれ総骨重

量,総 筋間脂肪重量 および総筋 肉重量 と した.内 臓 は

胸 腔,腹 腔および骨盤腔内の 諸器官を 一括 して 刎 出

し,そ の重量を測定 した,な お内臓の中か ら精巣 を取

り出 し,そ の両側重量 も測定 した.さ らに壁側腹膜 か

ら胃の周辺部一定域 にか けての脂肪を腹脂肪 として重

量を測定 した.

結 果

生 体 重

各区の屠殺直前の生体重平均値はTablelに 示 す

とお りで ある.各 区と も生体重は9～10週 齢以後 も増

加 し続 けた.去 勢 区と対照区 との間で比較 した時,生

体重 はNH,BPRと もいずれの週 齢時で もほとんど

差を示 さなかつた.BPRで24週 齢か ら31週 齢 まで

の生体重 の変動はFig・1に 示す とお りで,TP区 の

生体重 は27週 齢か ら急激 な増加を示 し,31週 齢時に

は他の区より約250g重 くなつた.ち な みにTP区

のTP投 与期間(26～31週 齢)中 の増体量 は509±

67gで,同 期間での去勢区のそれの225±37g,対 照

区のそれの245±329よ り有意 に大き くなつた.

骨 格 筋

各週齢時の総筋 肉重量 をTablelに 示す.総 筋肉

重量 は各区 とも9～10週 齢以後 も増加を続けた.去 勢

Table 1. Comparison of total muscle weight among cock, capon and 
testosterone propionate treated capon.

* Mean value ± standard error. B/A; percentage of total muscle weight to live weight. 
 C; percentage of total muscle weight to cock's weight at the same age.



Table 2. Comparison of abdominal fat weight among cock, capon 
and testosterone propionate treated capon.

* Mean value ± standard error. B/A; percentage of abdominal fat weight to live weight. 
 C; percentage of abdominal fat weight to cock's weight at the same age.

Table 3. Comparison of intermuscular fat weight among cock, capon 
and testosterone propionate treated capon.

* Mean value ± standard error. B/A; percentage of intermuscular fat weight to live weight. 
C; percentage of intermuscular fat weight to cock's weight at the same age.

区 と対照 区を比較する と総筋肉重量は 両品種 とも20

週齢まで ほとん ど等 しい増加量を示 したが,そ の後で

は去勢 区が対照区よ りも増加量 は小 さ くなつた.し た

がつて,去 勢区 と対照区 の間での総筋 肉重量の生体重

比はいずれ も去勢区が対照区 より小 さ く,20週 齢時に

は1.6～1.7%の 差を示す にす ぎなかつたが,30週 齢

時NHで は,こ の比(B/A)は それぞれ47.4%お よ

び40.4%で その差 は7.0%,31週 齢時のBPRで は

同 じく47.2%お よび42.4%で,そ の差 は4.8%と 大

きな値を示す ようになつた.去 勢区の総筋 肉重量 は対

照区 に対する 割合で30週 齢時NHで は85.7%,31

週齢時BPRで は90.3%を 示 した.

これ らの結果 は骨格筋発達で は去勢 区が対照区よ り

劣 ることを示す.BPRのTP区 と対照区の間で,総

筋肉重 最はほとん ど等 しくなつたが,そ の生体重比を

比較すると それぞれ44.6%お よび47.2%でTP区

が対照区よ りも2.6%小 さかつた.

腹 脂 肪

各週齢時 における腹脂肪重量をTable2に 示す.

腹脂肪重量 は各区 とも9～10週 齢以後 の成長 において

去勢区 が 対照区 よ り勝つていた.去 勢区の腹脂肪重

量 は対照区のそれ に 比較 してNHで は30週 齢時で

94.49,BPRで は31週 齢時で75.49多 かつた.

BPRのTP区 では 腹脂肪重 量 は 去勢区 よ り も

35.4g減 少 していたが,対 照区よ りもなお40.Og多

かつた.腹 脂肪重量 の去勢区の対照 区に対す る割合 は

NHの30週 齢時で460%,BPRの31週 齢時で285

%と きわめて大 きな値 を示 し,ま た,BPRのTP区

のその割合 は31週 齢時で234%で あつ た.

筋 間 脂 肪

各週齢時 における総筋間脂肪重量をTable3に 示

す.総 筋間脂肪重量は9～10週 齢以後 も増加 し続 けた



Table 4. Comparison of skin weight among cock, capon and testos-
terone propionate treated capon.

* Mean value ± standard error . B/A; percentage of skin weight to live weight. 
 C; percentage of skin weight to cock's weight at the same age.

Table 5. Comparison of bone weight among cock, capon and testos-
terone propionate treated capon.

* Mean value ± standard error . B/A; percentage of bone weight to live weight. 
C; percentage of bone weight to cock's weight at the same age.

が去勢区が対照区よ りも大 きな増 加量を示 した.去 勢

区の 総筋 間脂肪重量 は対照区の それ と比較す ると,

NHの30週 齢時で56.99,BPRの31週 齢時で56.7

gそ れぞれ対 照区より多かつ た。総筋 間脂肪重量の去

勢区の対照区に対す る割合 はNHの30週 齢時で192

%,BPRの31週 齢時で189%を 示 した.ま た,BPR

のTP区 のその割合 は162%で あつた.

皮 膚

各週齢時における皮膚重量 をTable4に 示す.皮

膚重量は9～10週 齢以後 の増加で去勢 区が対照区よ り

も勝 つており,両 区間 の差 はNHの30週 齢時で81

9,BPRの31週 齢時で509と なつた.去 勢区の対

照区に対す る割合 はNHの30週 齢時で126%,BPR

の31週 齢時で130%と なつた.ま た,BPRのTP区

の皮膚重量 は去勢 区より22g大 きく,対 照区 に対 す

る割合 も138%と なつた.し か し,そ の生体重比は去

勢区 とほとん ど同 じ値であつた.

骨

各週齢時 にお ける総骨重量 をTable5に 示す.総

骨重量 は去勢区 と対照区の間でNH,BPRと もほとん

ど差 を示 さなかつた.BPRのTP区 の総骨重量 は対

照区に対す る割合 で107%と な り,や や増加 の傾向を

示 したが,そ の生体重比 は両区間で差を示 さなかつた.

内 臓

各週齢時 にお ける内臓重量をTable6に 示す.内

臓重量 はNHで は去勢区が対照区 よりやや増加 の傾

向を示 したが,BPRで は両 区間 に差 はなかつ た.ま

た,BPRのTP区 の内臓重量 も他 の区 とほ とんど差

はなかつた.

精巣重量 については対照区の20週 齢時ではNHで



Table 6. Comparison of viscera weight among cock, capon and 
testosterone propionate treated capon.

* Mean value ± standard error. B/A; percentage of viscera weight to live weight. 
C; percentage of viscera weight to cock's weight at the same age.

1.9±0.69,BPRで22.4±2.49,30週 齢 時 で は

NHで38,8±4.3g,31週 齢 時 で はBPRで22.0土

2.6gで あ つ た.

考 察

生 体 重 は鶏 の場 合,去 勢 に よ る影 響 を ほ とん ど うけ

な か つ た(Tab】e1,Fig.1).し か し,生 体 重 を 構成

す る器 官 お よび 組 織 の重 量 は去 勢 によ り大 き く変 動 し

た.す な わ ち,去 勢 区 の総 筋 肉重 量 の増 加 量 は対 照 区

に比 して小 さ く,逆 に腹 脂 肪 重 量,総 筋 間 脂 肪 重 量 お

よ び皮 膚 重 量の増 加 量 が 大 きか っ た(Tables1,2,3,

4).し たが つ て 去 勢 が生 体 重 に影 響 を及 ぼ さな か つ た

とい う こ とは,総 筋 肉重 量 の減 少 を 脂肪 組 織 重 量,皮

膚 重 量 の増 加 が 補 つ て い る こ とを 示 して い る.ま た

TP区 にお ける生 体 重 の 増 大(Fig・1)は,去 勢 に よ

つ て増 加 して いた 脂 肪 組 織 の重 量 減少 が小 さ く,そ れ

以 上 にAndrogenの 蛋 白合 成 作 用 が骨 格 筋 の発 達 を

促 した結 果 に よ る もの と推 察 され る.そ して,こ の こ

と に よつ てTP区 は対 照 区 と ほ とん ど変 わ らな い総

筋 肉重 量 を 示 す に至 つ た(Tablel).

従 来,報 告 され て い る モ ル モ ッ ト(Scowand

Roe,1953;Kochakianetal.,1948,1956a,1957),

ラ ッ ト(Kochakianetal.,1956b)等 の結 果 に よれ

ば,去 勢 は体重 の増 加 を 明 らか に鈍 らせ,そ れ は副 生

殖 器 官 と骨 格筋 の発 達 遅 延 に 主 と して 起 因 す る もので

あ る と され て い る.ま たKochakin(1950)の ラ ッ ト

を用 いて の 報告 に よ れ ば,Androgen作 用 を持 つ種 々

の化 学 物 質 は 蛋 白 同化 を 促 進 す る.鶏 の場 合,副 生 殖

器 官 を ほ とん ど持 た な いの でAndrogenの 蛋 白同 化

作 用 は主 と して骨 格 筋 の 発 達 に影 響 を 及 ぼ す もの と推

察 される.

他方,Androgenは 脂肪代謝 に も影響を及 ぼ し,去

勢マウスにTPを 投与す ると,体 脂肪量 は減少す ると

報告 されてい る(KochakianandStettner,1948).

木研究 の場合で も去勢鶏 にTPを 投与す ると脂肪重

量の減少が認 あられた.し か し,TP区 の脂肪重量 は

まだ 対照 区 の それの2倍 もあつた.こ の ことか ら,

Androgenは 脂肪蓄積 を抑制 したが,そ の効果 が顕著

に現われなかつたのは.TPの 投与量が不充分 だつた

のか,そ の投与期間が短かつたため と推察 される.

総骨重 量と内臓重量 は前述 した総筋 肉重量,腹 脂肪

重量,総 筋間脂肪重量および皮膚重 量とは異な り,去

勢 によつ て も,ま た去勢鶏 にTPを 投与 して も著 しい

重 量変動 は示 さなかつた(Tables2,3).こ れは岩

元 ・高原(1971a),岩 元 ら(1975a)に よる と鶏 の骨

格筋,腹 脂肪および皮膚 は晩熟型の,骨 および内臓 は

早熟型の器官 また は組織で あると報告 されている こと

か ら,Androgenは 早熟型 の器官 または組織 には大き

な影響を及 ぼさないよ うに思われ る.

また,皮 膚重量の去勢区で の増大(Table4)は 主

として皮下脂肪 の沈着 に基づ くものである と思われ,

腹脂肪,筋 間脂肪 とともに脂肪組織の重量増加 と推察

される.

鶏 の性成熟 の時期 は品種 および品種内での改良の程

度 によつて種 々である.三 井 ・衣川(1933)に よれば

BPRの 性 成熟(産 卵開始)は6カ 月半 ～7カ 月 とさ

れている.し か し,本 研究に用 いたBPRは20週 齢

時(約4カ 月半)に はすでに大 きな精巣重 量を示 し,

三井 ・衣川(1933)が 早熟 としているレグホ ン種の性

成熟(4カ 月半 ～5ヵ 月)に 相当す る ものであつた.



一方
,本 研究で用 いたNHは20週 齢時にはまだ精巣

重 量が小 さく,性 成熟 に達 していな いもの と推察 され

た.こ のよ うな ことか ら,両 品種 はかな り異 なつた性

成熟の時期を示 した といえる.両 品種 の20週 齢時での

Androgen分 泌量 も かな り異 なつた もの と推察 され

る,そ れ にもかかわらず,BPRの 去勢 区 と対照区の総

筋肉重量 の差 は20週 齢時で,NHの それ とほとん ど等

しい値 にす ぎなかつた。そ して,そ の去勢区 と対照区

との差 はまだ大きな値ではなかつた(Table1),こ の

ことには次の2つ の 理 由 が 考 え られ る.ひ とつ には

BPRの 精巣が20週 齢前後に発達 して も,ま だ骨格筋

の重量増加を刺激す る程のAndrogenの 分泌量がな

かつ たのか,ま たAndrogenの 分泌量 は充分で も骨

格筋が それ に対応す る時期に達 していなかつたという

ことであ る.こ のいずれであるか はもつ と若 齢の鶏を

用 いての今後 の検討 に待たねばな らない.他 方,脂 肪

組織 は去勢 によつて著 しい重量増加を示 したが,そ れ

は主 として20週 齢以後であつた,こ れ は他 の 器官お

よび組織の成長が ほぼ完成 した時点で余分 なエネルギ

ーの蓄積が進行するた めであろ う.

以 上の ように,鶏 の9週 齢時で の去勢 は骨格筋 と脂

肪組織に20週 齢時 をす ぎて著 しい重 量 変動 を もた ら

した.す なわち,性 成熟 に達することによつて,正 常

鶏が著 しい骨格筋 の発達を示すのに対 し,去 勢鶏 は著

しい脂肪 の蓄積を示 した.こ の ことは去勢鶏 の生体重

成長が正常鶏のそれ と同 じであつて も,精 肉の主要部

分を構成す る骨格筋 の減少 を示 し,そ して,脂 肪組織,

特 に筋間脂肪の蓄積増大 は精肉中の脂肪量の増加を示

唆する ものであ る。 これらの ことか ら,去 勢は産 肉能

力の改善 にはまつた く無効であ り,む しろ肉質改善 の

ために働 くものであることが明 らか となつた。

今後,さ らに去勢が主 と して鶏体 のどの部位の骨格

筋 に強 く影響を及ぼすかにつ いて も検討を続 ける予定

で ある.

要 約

本 実験 では去勢が生体重,骨 格筋,腹 脂肪,筋 間脂

肪,皮 膚,骨 および内臓の成長 に及ぼす効果 について

研究 した.供 試鶏 としてはNewHampshire(NH)

種 とBarredPlymouthRock(BPR)種 の去勢鶏 と

雄鶏,そ れにBPRの 去勢鶏 にtestosteronepropi-

onate(TP)を26～31週 齢時 まで投与 したTP処 理

鶏を用いた.そ れぞれ計量 した生体重,器 官 および組

織 について,去 勢鶏 と雄鶏間で は20,30,31週 齢時

に,去 勢鶏 とTP処 理鶏間で は31週 齢時 に比較検討

を行つた。その大要 は次の とお りであつた.

1・ 去勢 鶏の生体重の成長 は両品種 とも雄罵 と同 じ

であつた.BPRのTP処 理鶏 のTP処 理後の生体重

の成長速度 は 次第 に大 きくなり,31週 齢時 にお ける

その生体重 は,去 勢鶏および雄鶏 よりも250g重 くな

つた.

2.去 勢は20週 齢時までは 骨格筋 の 成長 に何 ら影

響を及ぼ さなかつたがそれ以後 は著 しい影響を及ぼ し

始 め,30～31週 齢時 になる と,去 勢鶏 の骨格筋重量

は両品種 とも雄鶏 のそれに対 し劣つていた.BPRの

TP処 理鶏 の骨格筋重量は,TP投 与によ り去勢のた

めに劣つていた分を完全に 回復 し,31週 齢時 になる

と雄鶏のそれ と等 しくなつた.

3.去 勢はまた20週 齢以後 両 品種 の腹脂肪,筋 間

脂肪 の成長 にも著 しい 影響 を及ぼ し,去 勢鶏 の 腹脂

肪,筋 間脂肪重量 の増大を もた らした.そ してBPR

去勢鶏へのTPの 投与 は腹脂肪,筋 間脂肪重量 のかな

りの減少を引 き起 こした.し か し,31週 齢時 におけ

る雄鶏 のそれ らと等 しくさせるにはいた らなかつた.

4.去 勢は両品種の皮膚の成長 にも影響 を及 ぼ し,

去勢鶏の皮膚重量 は30～31週 齢時 には雄鶏 のそれよ

りも大 きくなつた.

5.内 臓 と骨の成長 には,去 勢 の影響 は見 られなか

つた.

以上の ことか ら,雄 鶏の去勢 は著 しい産肉量の減少

と脂肪量 の増大 とい う2つ の効果を もた らした.そ し

て,去 勢鶏へのTPの 投与 は骨格筋の成長を刺激す

るもので ある.
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                                  Summary 

   Effect of castration on the live weight and the growth rates of skeletal mus-
cle, abdominal fat, intermuscular fat, skin, bone and viscera were investigated in 
this study. Capons and cocks of New Hampshire (NH), Barred Plymouth Rock 
(BPR) and capons of BPR treated with testosterone propionate (TP) from 26 to 
31 weeks of age were used. Live weights and the various weights of each organ and 
tissue were compared between the experimental groups at 20, 30 and 31 weeks of 
age. The results obtained were as  follows: 

   1) Live weights of capons were the same as those of cocks in NH and BPR 
breeds during experimental periods. The weights of TP treated capons were in-
creased gradually after the administration of TP and became 250 g heavier than 
those of BPR cocks and the capons at 31 weeks of age. 

   2) Castration had no effects on the growth of skeletal muscle until 20 weeks 
of age, but showed a marked effect on it after 20 weeks of age. Skeletal muscle 
weights of capons were apparently smaller than those of cocks at 30-31 weeks of 
age in NH and BPR breeds. TP administration recovered completely the decrease 
of these weights after castration, and became equal to those of cocks at 31 weeks 
of age. 

   3) Castration had also a marked effect on the growth of abdominal and in-
termuscular fat after 20 weeks of age in NH and BPR breeds. TP administration 
decreased the weights of abdominal and intermuscular fat in BPR capons, but 
these weights were heavier than those of the cocks at 31 weeks of age. 

   4) Castration exerted some effects on the growth of skin. These weights



were increased following the castration in NH and BPR breeds, and became obvi-
ously to be heavier than those of cocks at 30-31 weeks of age (2I-22 weeks after 
castration). 

   5) No effects were found on the growth rates of viscera and bone following 
the castration and the TP treatment. 

   In conclusion, castration has a remarkable effect on the muscle production and 
the fat deposition. It decreases the skeletal muscle weight and increases the fat 
deposition. It is supposed that TP administration on the capon stimulates the 
growth of skeletal muscle.


